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「ネットスケープ モジラプロジェクト(C)」 
 

2003 年 5 月、AOL タイムワーナー社はマイクロソフト社とブラウザ製品に関する訴訟に

関して和解した。和解には、マイクロソフト社が AOL タイムワーナー社に対して 7 億 50005 

万ドルを支払い、今後 7 年間にわたってインターネット・エクスプローラ(IE)技術を AOL

用クライアントに無料でライセンス供与する、という内容が盛り込まれていた。それとほぼ

同時に、AOL タイムワーナー社はネットスケープブラウザの開発の中止を宣言し、58 人も

の開発者を解雇した。この発表によって、ネットスケープの歴史とブラウザ戦争に完全に終

止符が打たれた。 10 

 

これをうけて、2003 年 7 月モジラプロジェクトは AOL から完全に独立し、非営利団体で

あるモジラ財団(Mozilla Foundation)として活動していくことを決定した。この設立に当た

って、AOL タイムワーナーは 200 万ドルの独立支援金と知的所有権の提供を発表した。こ

れまでの様々なしがらみからようやく開放され、モジラプロジェクトはいいブラウザをつく15 

るという、もっとも単純な技術的目標に取り組むことができるようになった。モジラプロジ

ェクト発の技術を採用する企業も増え始め、RedHat をはじめとするいくつかの Linux ディ

ストリビューターによって標準ブラウザとしてもバンドルされ始めた。 

 

とはいうものの、モジラプロジェクトの前途も全て明るいといった状態とは言いがたかった。20 

モジラプロジェクトがすでにインターネット・エクスプローラ(IE)に対抗するような重量級 

の統合ブラウザ製品開発プロジェクトというよりも、どちらかといえばブラウザを構成する
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標準化された要素技術を提供するための、軽量級の技術開発プロジェクトに完全に姿を変え

ていた。開発コミュニティの中には当初の「インターネット・エクスプローラを追い抜く」

といった野心はもうほとんどなくなって、その代わりに純粋にインターネット標準を開発す

るオープンソースプロジェクトへとその存在意義を変えていた。また、同様のブラウザ新技

術をオープンソースで開発するプロジェクトも多数おきていた。当初から独立した開発者コ5 

ミュニティによるプロジェクトであることを標榜していたとはいえ、実際にはネットスケー

プの紐付きプロジェクトだろうと考えられていたモジラプロジェクトの技術は、それら他標

準化技術との差別化が難しくなってきていた。実際、反マイクロソフトのリーダー企業のひ

とつであるアップルコンピュータが、同社の画期的新ブラウザ製品である”Safari”をリリー

スしたとき、そのコア技術としてモジラプロジェクトのものではなくまったく別の技術を採10 

用していたことは、アップルの企業カルチャーやモジラの技術力を信じていたモジラプロジ

ェクトの開発コミュニティにとっては、大きな衝撃であった。 

 

2004 年、ネットスケープや AOL タイムワーナーという後ろ盾もなくなり、そもそも企業

によって生み出されたモジラプロジェクトというプロジェクトは、いよいよ Linux コミュニ15 

ティのような真に非営利なオープンソースコミュニティとして完全に姿を変えた。こうなる

ことができて初めて、1998 年当初ネットスケープ幹部が意図していた Linux 型のイノベー

ションがおきるのか、もしくは企業が中途半端に関わることでまったく失敗したプロジェク

トとして名を残すのか、誰にも予想することはできなかった。 
 20 
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